
事業概要シート

≪　≫は、29年度の当初予算

≪

【事業の目的・概要・対象】

【背景】

施策： 高齢者の生きがいづくりと介護予防の推進

事業名： 熟年大学校事業 現状維持 予算額
10,661 千円

10,679 ≫

財
源
内
訳

国庫支出金 2,665 千円
県支出金 1,332 千円
地方債 0 千円
その他 2,878 千円
一般財源 3,786 千円

１）目的
　高齢者の「生きがい・学習意欲」を促進する講座を開催し、活動的な高齢者を増やすことにより、介護
予防につなげる。

２）概要
　コミュニティーセンター、ふれあい館等を利用して趣味的なものから教養講座までの幅広い内容で講座
を開催し、高齢者の「生きがい・学習意欲」を高める。

３）対象
　市内に住所を有する６５歳以上の高齢者

高齢者の生涯学習を通した生きがいづくりに対する意識は高く、毎年延べ10,000人超えの受講者で推移し
ている。

担当課 福祉保健部　長寿介護課 問合せ先 0957-53-8141（内線：89-206）
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社会教育課

大村市
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大村市
老人クラブ連

講師謝礼

委託

1. コミュニティーセンター

（中央・中地区・郡地区）

・高齢者大学

・介護予防セミナー

・熟年ウォーキング等

２．さくら荘

・カラオケ

・俳句

・囲碁等

３．ふれあい館

（中地区・伊勢町）

・健康体操

・パソコン
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【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(目標)
H30

(目標)
H31

(目標)

熟年大学校講座開催回数 目標値 回 879 900 900

目標値

H32
(目標)

900 900

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(目標)
H30

(目標)
H31

(目標)
H32

(目標)

受講者数 目標値 人 11,375 11,375 11,375 11,375 11,375

目標値

年度 H26 H27 H28 H29 H30 H31 合計
事業費 6,344 7,713 7,047 10,679 10,661 10,661 53,105

国庫支出金 1,586 1,754 1,782 2,671 2,665 2,665 13,123
県支出金 793 983 891 1,335 1,332 1,332 6,666
地方債 0 0 0 0 0 0 0
その他 3,172 4,012 1,973 2,990 2,878 2,878 17,903
一般財源 793 964 2,401 3,683 3,786 3,786 15,413
人件費 680 494 582 734 734 734 3,958
職員 0.09人 0.07人 0.08人 0.09人 0.09人 0.09人 0.51人

時間外勤務 0h 0h 0h 40h 40h 40h 120h
嘱託員 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人

2次評価 1次評価意見のとおり

妥当性
(市の関与)

高齢者が生きがいを持って健康で自立していくには、介護予防が不可避であり、この事業は
二次的であるが、高い介護予防効果が望めるものである。そのため、高齢者福祉を目的に、
介護予防を推進するために本事業を市が実施する必要性は高い。

有効性
(施策貢献度)

高齢者の生きがいづくり対策につながるこの事業は、高齢者福祉を目的とした二次的な介護
予防につながる事から施策効果は高い。

効率性
(コスト)

熟年大学校の実施は、高齢者の生涯学習と位置づけ大村市教育委員会で実施する方法と大村
市老人福祉センターなどの既存の市の高齢者活動支援施設を活用する方法をとっており、実
施にかかるコストは講師謝金だけであり、削減の余地はなしと判断される。

11,395 57,063

1次評価 担当者意見のとおり

フルコスト 7,024 8,207 7,629 11,413 11,395


